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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
八
波
に

入
り
、
未
だ
に
収
束
の
兆
し
が

見
え
な
い
中
で
す
が
、
希
望
を

も
っ
て
働
け
る
職
場
を
つ
く
る

年
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
決

意
を
込
め
て
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
す
。 

 

昨
年
２
月
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
を
開
始

し
、
発
電
所
や
民
間
施
設
を
ミ

サ
イ
ル
で
集
中
的
に
攻
撃
を
繰

り
返
す
国
際
人
道
法
に
反
す
る

卑
劣
な
攻
撃
が
続
い
て
い
ま

す
。
国
際
人
道
法
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

条
約
の
第
１
追
加
議
定
書
に
、

「
民
用
物
は
攻
撃
ま
た
は
復
仇

（
ふ
っ
き
ゅ
う
）
の
対
象
と
し

て
は
な
ら
な
い
」「
攻
撃
は
厳
格

に
軍
事
目
標
に
対
す
る
も
の
に

限
定
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
ロ
シ
ア
は
こ
の
議
定
書

を
批
准
し
て
い
て
、
国
際
人
道

法
を
厳
守
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
１
０
月
１
２
日
の
国
連
総

会
決
議
は
、
過
去
最
多
と
な
る

１
４
３
カ
国
が
賛
成
し
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
・

南
部
４
州
併
合
を
無
効
と
し
、

改
め
て
全
土
か
ら
の
即
時
、
完

全
、
無
条
件
の
撤
退
を
求
め
て

い
て
、
ロ
シ
ア
は
国
際
的
に
ま

す
ま
す
孤
立
を
深
め
て
い
ま

す
。 

 

こ
う
し
た
長
引
く
ロ
シ
ア
の

侵
略
は
、
世
界
経
済
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
世
界
的
な
物
価

高
騰
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本

経
済
も
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と

異
常
な
円
安
と
世
界
的
な
物
価

高
騰
で
、
電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ

リ
ン
価
格
・
幅
広
い
品
目
の
物

や
サ
ー
ビ
ス
が
３
１
年
ぶ
り
に

物
価
高
騰
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
働
く
仲
間
が
深
刻
な
物
価
高

騰
に
よ
る
生
活
悪
化
に
苦
し

み
、「
賃
金
を
あ
げ
て
ほ
し
い
」

と
切
実
に
願
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
春
闘
で
は
、
仲
間
の
リ
ア

ル
な
声
・
生
活
実
態
と
と
も
に

話
し
合
い
、
ゆ
ず
れ
な
い
要
求

を
練
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
２
２

年
版
「
労
働
経
済
白
書
」
で
、

１
９
９
０
年
代
末
か
ら
非
正
規

の
増
加
が
賃
金
の
引
き
下
げ
要

因
と
な
っ
て
き
た
と
分
析
し
て

い
ま
す
。
同
一
価
値
労
働
・
同

一
賃
金
、
均
等
待
遇
の
原
則
を

実
現
さ
せ
る
と
と
も
に
、
何
よ

り
も
非
正
規
社
員
を
正
社
員
に

置
き
換
え
る
流
れ
を
つ
く
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
を
は
じ
め
大
軍
拡
と
軍

事
費
２
倍
化
で
、「
武
力
に
よ
る

威
嚇
」
を
禁
止
す
る
憲
法
９
条

に
反
す
る
動
き
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
武
力
対
武
力
・
軍
事

対
軍
事
、「
武
力
で
平
和
は
作
れ

ま
せ
ん
」
。
「
憲
法
９
条
を
い
か

し
て
平
和
を
ま
も
れ
」、
平
和
外

交
を
と
ら
せ
る
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

に
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あ
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ま
す
。 

最
後
に
、
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
を
は
じ
め
大
軍
拡
と
軍 

事
費
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よ
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嚇
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禁
止
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９
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に
反
す
る
動
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進
め
ら
れ
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い
ま
す
。
武
力
対
武
力
・
軍
事
対

軍
事
、
「
武
力
で
平
和
は
作
れ
ま

せ
ん
」。「
憲
法
９
条
を
い
か
し
て

平
和
を
ま
も
れ
」
、
平
和
外
交
を

と
ら
せ
る
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

東京都大田区ＪＲ蒲田駅から

徒歩１０分、環八沿いに郵便局

があります。１９７３年に建て

替えられ、現在に至ります。老

朽化のせいか、たびたびエレベ

ーターが故障します。エリアに

は東京の空の玄関口、羽田空港

があり、食べ物では羽根つき餃

子が有名です。 

 駅に隣接する東急プラザ屋上

に遊園地「かまたえん」があり、

子供たちに大人気です。その片

隅に一周、１０分ほどの小さな

観覧車があります。リニューア

ルの際、撤去する計画でしたが、

地元住民の反対で残されまし

た。今では蒲田のシンボル的存

在です。 

 

 

2023 新春のつどい＆ 

春闘講演会 

2023 年 1 月 8 日（日）18 時 

講演 「生活できる賃金をど

う勝ち取るか」香月直之さん 

 （全労連公務部会事務局長） 

としま区民センター会議503 

主催：郵政ユニオン 

東京地本・関東地本 

高
騰
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本

経
済
も
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と

異
常
な
円
安
と
世
界
的
な
物
価

高
騰
で
、
電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ

リ
ン
価
格
・
幅
広
い
品
目
の
物

や
サ
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ビ
ス
が
３
１
年
ぶ
り
に

物
価
高
騰
し
て
い
ま
す
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多
く
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く
仲
間
が
深
刻
な
物
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高
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に
よ
る
生
活
悪
化
に
苦
し

み
、「
賃
金
を
あ
げ
て
ほ
し
い
」

と
切
実
に
願
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
春
闘
で
は
、
仲
間
の
リ
ア

ル
な
声
・
生
活
実
態
と
と
も
に

話
し
合
い
、
ゆ
ず
れ
な
い
要
求

を
練
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
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ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
２
２

年
版
「
労
働
経
済
白
書
」
で
、

１
９
９
０
年
代
末
か
ら
非
正
規 

の
増
加
が
賃
金
の
引
き
下
げ
要

因
と
な
っ
て
き
た
と
分
析
し
て

い
ま
す
。
同
一
価
値
労
働
・
同

一
賃
金
、
均
等
待
遇
の
原
則
を

実
現
さ
せ
る
と
と
も
に
、
何
よ

り
も
非
正
規
社
員
を
正
社
員
に 

本年もよろしく 

お願いします 

委員長 田中 孝史 

副委員長 飯塚  定夫 

副委員長 小関 雅彦  

書記長 松原 義孝  

執行委員 郡  公一朗  

執行委員 冨田 良子 

執行委員 飯田 光弘 

執行委員 井上 順平 

会計監査 本松 康弘 

もともとの労働力不足＋コロナで

欠区、混乱が続く蒲田郵便局 

子供に大人気の遊園地「かま

たえん」の「小さな観覧車」 

映画「砂の器」（原作：松本清

張）に登場する「バーボンロー

ド」。近くには同じく殺人現場

となった国鉄（当時）の蒲田操

車場が今もある 
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達
の
年
賀
は
１
２
月
３
１
日
の

朝
の
到
着
ま
で
を
機
械
に
か

け
、
各
局
１
０
時
頃
か
ら
１
２

時
ま
で
に
は
す
べ
て
の
交
付
を

終
え
、
そ
の
後
、
元
日
分
を
機

械
に
か
け
る
と
。
年
賀
は
翌
配

体
制
を
取
っ
て
い
る
の
か
、
１

２
月
３
０
日
の
到
着
ま
で
を
元

日
配
達
と
す
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
調
べ
て
報
告
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。 

１
２
月
２
２
日
、
２
０
２
２

年
度
の
年
繁
交
渉
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
今
年
度
の
年
繫
の
大

き
な
特
徴
は
、
昨
年
か
ら
今
年

に
か
け
て
の
郵
便
制
度
の
見
直

し
後
初
め
て
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
も
、
１
２
月
３
１
日

が
土
曜
日
で
ど
の
よ
う
な
流
れ

に
な
る
の
か
、
送
達
日
数
の
繰

り
下
げ
に
よ
る
集
配
へ
の
交
付

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の

か
が
焦
点
で
す
。
ま
た
、
要
員

不
足
に
よ
る
連
日
の
超
勤
の
問

題
も
あ
り
ま
す
。 

交
渉
は
、
①
要
員
関
係
②
１

２
月
３
１
日
、
元
日
の
関
係
③

週
休
・
非
番
の
買
い
上
げ
の
三

点
に
絞
っ
て
お
こ
な
い
ま
し

た
。 要

員
不
足
に
つ
い
て
、
会
社

の
認
識
は
今
の
要
員
で
業
務
が

回
る
と
し
て
い
ま
す
。
組
合
は
、

本
社
・
支
社
と
も
に
週
休
・
非

番
の
買
い
上
げ
ゼ
ロ
を
目
指
す

と
し
て
い
る
が
、
要
員
不
足
の

結
果
現
場
は
そ
う
な
っ
て
い
な

い
。
２
５
日
の
週
に
は
週
休
や

非
番
の
指
定
な
し
の
局
が
多
く

存
在
し
て
い
る
。
３
１
日
・
元

日
は
非
番
・
週
休
を
指
定
し
買

い
上
げ
に
よ
っ
て
全
員
配
置
、

そ
の
た
め
に
２
６
日
か
ら
全
員

出
勤
を
変
え
て
い
る
職
場
も
あ

る
と
指
摘
。 

支
社
は
、
集
配
へ
の
交
付
の

ピ
ー
ク
を
２
９
日
、
昨
年
度
比

９
０
％
と
予
想
。
こ
れ
に
つ
い

て
も
、
現
場
と
の
認
識
の
差
が

あ
り
ま
す
。
会
社
は
、
元
日
配

（２） 

２０２３年 1 月 1 日（土） 

年  月 日（ ） 第  号 

    

行
動
日
程 

１
月
５
日
（
木
）
第
５
回
地
本

執
行
委
員
会
（
京
橋
区
民
館
） 

６
日
（
金
）
東
京
地
評
旗
開
き

（
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ

ク
大
塚
）
１
８
時
３
０
分 

 

 
 
 

春
闘
主
要
駅
宣
伝
行
動 

８
日
（
日
）
新
春
の
つ
ど
い 

１
２
日
（
木
）
丸
の
内
銀
座
デ 

モ
・
経
団
連
包
囲
行
動 

１
９
日
（
木
）
総
が
か
り
議
員

会
館
前
行
動 

２
０
日
（
金
）
全
労
協
・ 

東
京
全
労
協
旗
開
き 

（
全
水
道
会
館
）

１
８
時
３
０
分 

２
８
日
（
土
）
第
１
９
回 

地
方
委
員
会 

２
月
９
日
（
木
）
２
０
条
裁
判

追
加
訴
訟
１
４
時
３
０
分 

地
裁
７
０
９ 

１
７
日
東
京
総
行
動 

３
月
６
日
（
月
）
２
０
条
裁
判

集
団
訴
訟
１
６
時 

地
裁
５
１
０ 

 

 
 
 
 
 
 

 

告 示 

 郵政産業労働者ユニオン東京地方本部規約第２６条に基づき

下記の通り、第１９回地方委員会を開催します。 

            記 

１、日時 ２０２３年１月２８日（土）  １３時開場 

１３時３０分開会～１７時終了予定 

２、議題 ➀郵政産業労働者ユニオン第１１回中央委員会議案に

ついて 

 ②当面の行動 

➂その他 

３、場所 文京区勤労福祉会館 

     住所 文京区本駒込 4－35－15 

電話 03－3823－7611           以上                          

２０２２年１２月８日 

郵政産業労働者ユニオン東京地本   

 委員長 田中 孝史 

 

 

発
言
す
る 

松
原
地
本
書
記
長 

 

大森東京全労協議長 

 １１月３日、東京全労協

第３３回定期大会が開催

されました。「東京地域労

働運動を発展させ、労働者

の生活と権利を勝ち取ろ

う！」を大会スローガンに

掲げ、方針案を採択しまし

た。大森議長、本木事務局

長をはじめ常任幹事を選

出しました。討論の場では

松原書記長が２０条裁判、

職場の現状などについて

発言をしました。 

１
２
月
１
８
日
浅
草
公
会
堂
で
「
憲
法
施

行
７
５
年 

命
・
く
ら
し
・
人
権
・
環
境 

日
本
国
憲
法
こ
そ
希
望
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
２
０
２
２
年
東
京
母
親
大
会
が
開
催
さ

れ
、
９
０
０
人
近
い
人
が
、
学
び
交
流
し

熱
気
溢
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

記
念
講
演
で
は
「
止
め
よ

う
気
候
危
機 

す
す
め
よ

う
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
」
と
題
し
て
、
気
候

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
で
弁

護
士
の
浅
岡
美
恵
さ
ん
が

先
進
国
の
取
組
み
と
日
本

の
対
応
の
遅
れ
の
問
題
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
に
向

け
世
界
で
は
「
石
炭
火
力
発

電
所
の
２
０
３
０
年
ま
で

の
廃
止
」
と
「
再
エ
ネ
へ
の

転
換
」
に
向
け
脱
石
炭
を
確

認
し
て
い
る
が
、
日
本
は
再

エ
ネ
目
標
が
低
く
、
石
炭

温
存
で
火
力
発
電
の
延

命
・
推
進
で
再
エ
ネ
推
進

政
策
が
不
十
分
で
あ
る
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
校
生
の
活
動
発
表
に

未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
、

こ
の
１
年
の
締
め
く
く
り

と
し
て
「
地
球
温
暖
化
」

に
つ
て
学
ぶ
事
が
出
来
て

有
意
義
な
大
会
で
し
た
。 

 

組
合
は
、
出
勤
者
全
員
を

週
休
指
定
し
て
買
い
上
げ
す

る
こ
と
は
お
か
し
い
。
ゼ
ロ

目
標
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
努

力
し
た
の
か
疑
わ
し
い
。
各

職
場
で
の
声
を
聴
く
よ
う
に

と
主
張
。
対
し
て
会
社
は
、

必
要
と
し
て
い
る
か
ら
そ
う

な
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
い

る
と
の
回
答
で
、
そ
れ
以
上

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

  

こ
こ
か
ら 

Ｈ
Ｐ
へ 


